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熊本の自然と文化
熊本県博物館ネットワークセンターだより

　イベント情報（平成 30 年 11 月～ 1月）

　様々な道具の機械化や家電製品の普及・発達によって、私たち

の生活は大きく様変わりしてきました。

　「台所今昔」では、水道、家電製品、ガス製品が普及する以前の

台所用具を「台所今昔」として展示しています。

 また、かつては各家庭に必ず数種類はあり、身近な道具であった

桶・樽・盥
たらい

も展示しています。

　○開催期間

　　平成 30 年 10 月 2 日（火）～平成 30 年 12 月 16 日（日）

　　※月曜（祝日の場合は翌日）は休館

　○会　　場

　　熊本県博物館ネットワークセンター　企画展示室

ミュージアムパートナーズクラブに参加してみませんか？

　熊本県博物館ネットワークセンターでは、「ミュージアムパートナーズク

ラブ（ＭＰＣ）」という団体が活動しています。さまざまな博物館活動に主

体的に参加することで、熊本の自然や文化について楽しく学んでいけるク

ラブです。現在、大地の成り立ちや動植物、地域の歴史や文化に関する 8

つのクラブが活動しています。

　熊本地震を契機に地域の自然や文化に対する関心が高まっています。み

なさんも気の合う仲間と一緒に博物館活動に参加してみませんか？詳しく

は、熊本県博物館ネットワークセンターへお問い合わせ下さい。
さまざまなＭＰＣが日々活動しています

（左：地域史調査、右：シダを楽しむ会）

3　「フィールドミュージアムに飛びだそう！」　へのお誘い

2　博物館ネットワークセンター第５回企画展「くまもとの水辺の植物」

1　博物館ネットワークセンター第４回企画展「ちょっと昔のくらし探検Ⅸ」

 　1 落ち葉図鑑を作ろう②
　 　　日　　時：平成 30 年 11 月 25 日（日）　10:00 ～ 12:00
　　　 申込期間：平成 30 年 10 月 29 日～平成 30 年 11 月 11 日
　　 　場　　所：大滝自然森林公園（球磨郡五木村乙字上小鶴）
　　　　　　　　　落ち葉を集めて世界に一つの落ち葉図鑑を作ります。
 　2 水辺の冬鳥を観察しよう
　 　　日　　時：平成 31 年 1 月 20 日（日）　10:00 ～ 12:00
　 　　申込期間：平成 30 年 12 月 17 日～平成 31 年 1 月 4 日
　　 　場　　所：熊本市上江津湖
　　　　　　　　　クロツラヘラサギなど、江津湖にやってくる鳥を観察します。

水辺の冬鳥を観察しよう（昨年度）

　水が豊富な熊本県に生育する水辺の植物の姿や生き方を紹介します。

　○開催期間

　　平成 31 年 1 月 4 日（金）～平成 31 年 3 月 17 日（日）

　　※月曜（祝日の場合は翌日）は休館

　○会　　場

　　熊本県博物館ネットワークセンター　企画展示室 ヒシ（浮葉植物の一種）
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©2010 熊本県くまモン

センターからのおしらせ
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        ドジョウ　Misgurnus anguillicaudatus （ドジョウ科）
№ 214
動　物

　ドジョウ（写真 1・2）は全国の水田や池、小川などに生息す

る、細長くぬるぬるした体の魚で、童謡にも登場するなど、昔

から身近な魚として人々に親しまれてきました。10 本の口ひげ

が生えた顔はとても愛嬌がありますが、この口ひげは感覚器官

で、餌となる虫などを泥の中から探し出すのに役立てられてい

ます。

　日本人なら誰もが知っているくらいに身近だったはずのド

ジョウですが、実は今、全国的に減少していて、環境省のレッ

ドリストでは 2013 年版で「情報不足」として加えられ、最新

の 2018 年版では「準絶滅危惧」とされました。減少の原因と

して水田の乾田化、水路や小川の三面コンクリート化などが指

摘されているものの、その実態は減少の程度も含め、まだ充分

に把握されているとは言えないようです。

　熊本県では今のところ県版レッドリストへの掲載はされてい

ませんが、やはり減少しているのか、県内でドジョウに会うの

は容易ではなくなっています。人知れず減りゆくこの愛嬌者の

姿が、いつまでも熊本の水辺で見られるよう、大切に守っていきたいですね。（中薗洋行）

　万治 3 年 (1660) から天和 2 年 (1682) までの 22 年間に

豊後国 (大分県 )で多くの潜伏キリシタンが露見する事件

が起こりました。この事件は、「豊
ぶ ん ご く ず

後崩れ」と呼ばれ、豊

後国の諸藩 (府内藩・臼杵藩など )と鶴崎領がある肥後藩

が長崎奉行 ( 幕府・長崎奉行所 ) と連携し、22 年間で豊

後国内において 517名の潜伏キリシタンを召し捕らえてい

ます。

　この資料の表紙には、「切
き り し た ん し ゅ う も ん の も の お あ ず か り ち ょ う

支丹宗門之者御預帳」と書か

れ、その本文には、鶴崎領内で露見したキリシタン宗門の

者 79 名の名前と在所村名、年齢や生所及び没年などが記

載されています（写真 1）。また、肥後藩預かりのキリシ

タン宗門の者 79 名の内、病死した者などについて、そし

て残りの 64 名の内、54 名（男 25 名、女 29 名）を城下に

集め、監禁したことが記されています（写真 2）。

　末尾を見ると、寛文 8 年 (1668) 申 9 月 13 日付けで肥後藩の 4 家老連署により、長崎奉行の

松
ま つ だ い ら じ ん ざ ぶ ろ う た か み

平甚三郎隆見宛てに出されたものであることがわかります。

　この豊
ぶ ん ご く ず

後崩れでは、肥後藩は 517 名の内で 91 名の潜伏キリシタンを召し捕っています。この資料

からは、その中の 79 名の情報が読み取れ、豊
ぶ ん ご く ず

後崩れにおける肥後藩の対応の一片を伺い知ることが

出来ます。（堤 将太）

写真 1 ドジョウ樹脂封入標本

写真 1　御預帳本文

写真 2　御預帳本文

写真 2 生態写真

        切
きりしたんしゅうもんのものおあずかりちょう

支丹宗門之者御預帳（八代市竹田家資料）
№ 215
歴　史



「熊本の自然と文化」～熊本県博物館ネットワークセンターだより～　No.41

        コウガイセキショウモ Vallisneria × pseudorosulata （トチカガミ科）
№ 216
植　物

　トチカガミ科のセキショウモ属植物は、淡水性の沈水植物です。水底に根を張り、リボン状の細長

い葉を水に漂わせて伸ばしていきます。

　コウガイセキショウモは、熊本県を含む日本各地での繁殖が近

年になって報告された、外来かつ雑種のセキショウモ属植物です

（藤井ほか 2016）。雑種と言っても熊本県に分布するセキショウ

モやヒラモとは関係なく、ヨーロッパ原産のセイヨウセキショウ

モと日本を含むアジアに分布するコウガイモの雑種です。アクア

リウム等で使われる栽培のものが逸出したのではないかと考えら

れています。その形態的特徴は、根元のロゼット茎と呼ばれる茎

が伸長する傾向があることと、葉の先が丸いことです。繁殖力が

旺盛で、環境省・農林水産省が定める「生態系被害防止外来種リ

スト」では重点対策外来種に選定されています。

　写真の標本は熊本県内で採集されたコウガイセキショウモで

す。当センターの標本を調査した水草の研究者により、セキショ

ウモとして扱われていた標本がコウガイセキショウモである事が

分かり、熊本県での分布が証拠付けられました（藤井ほか 2016）。

博物館に収蔵された資料を専門の研究者が調査することにより、

それまで隠れていた自然の姿が浮かび上がってきます。（前田哲弥）

        託
たくまさんざん

麻三山
№ 217
地　学

　熊本市東部の託麻台地には、小
おやまやま

山山 (190m)、神
こうぞのやま

園山 (183m)、

戸
としまやま

島山 (133m) の 3 つの山が島状に分布しています ( 写真 1)。

これらは合わせて託麻三山と呼ばれ、登山コースとして親しま

れています。これらの山はどのようにしてできたのでしょうか。

　託麻三山の岩石を見てみましょう。小
おやまやま

山山で採取した岩石

(写真 2) は、粒が粗く硬い砂岩で、中には二枚貝の化石が入っ

ています。その他、礫岩や泥岩といった水の中で土砂が堆積し

てできる岩石（堆積岩）が見られます。このことから、託麻三

山は堆積岩でできた山だとわかります。

　また、小
おやまやま

山山や神
こうぞのやま

園山などではイノセラムスという二枚貝や

アンモナイト類といった時代を示す化石（示
しじゅんかせき

準化石）を産出

し、中生代白亜紀後期の堆積岩からできていることがわかりま

した。そして、天草や宇土半島に分布する姫
ひめのうらそうぐん

浦層群と同時期に

できた地層と考えられています。

　託麻三山周辺は、阿蘇火山の巨大噴火が起こる直前は堆積岩

でできた山地が広がっていましたが、巨大噴火による火砕流堆

積物や河川堆積物によって低い部分が埋められました。託麻三

山は埋められずに残った山頂部です。（廣田志乃）

写真 　コウガイセキショウモの標本

伸長する茎（△）と丸い葉先（▲）

写真 1　託麻三山

写真 2　小山山で採集した岩石
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　桶は、榑
くれ

と呼ばれる湾曲した細長い板を円筒形に並べて箍
たが

で締め、底板を取り付けた容器です。家

で使う日用品から農作業で使うもの、漁で使うもの、酒屋など商売で使うものなど、大小様々な形の

ものがあり、暮らしになくてはならないものでした。

　熊本県では、舟運の中心地で木材の集散地であった熊本市の川尻で作られる桶が有名ですが、桶は

生活に密着した道具でしたので、県内各地に桶屋がいて、注文に応じて桶を作ったり修理をしたりし

ていました。

　写真は熊本市北区植木町の桶屋が使っていた道具一式です。12 種類、70 余りの道具が一つの道具

箱に収められていました。

　斧
おの

や鉈
なた

は、丸太を割り、板を取り出す道具です。湾曲した板になるよう刃が湾曲した鉈もあります。

鋸
のこぎり

で大きさを揃えて切り出した板の外側の丸みと接合面の角度を桶型で計り、腹
はらあて

当に板を当て、刃

が湾曲した鑯
せん

や丸い台の鉋
かんな

で削って滑らかな曲線を描く榑を作ります。様々な大きさや形の桶に合わ

せてたくさんの型があります。榑の接合面は、平でピッタリ合うように正直鉋という大型の鉋で削り

ました。こうしてできた榑を円筒形に並べ、底板抜きで接合面に穴を空けて竹釘で繋ぎ、箍を木
き づ ち

槌や

輪締め、篦
へら

を使ってしっかりと締めます。底板は錐
きり

をコンパスのように使って丸く切り取り、罫
け び き

引で

位置を決めて槍
やりがんな

鉋で溝を掘ってはめ込みます。三又錐や鑿
のみ

は紐
ひも

や持ち手を入れる穴を開けます。

こうして様々な道具

を駆使して、美しく

丈夫で水漏れしない

桶が出来上がるので

すが、板面のわずか

なデコボコの修正や

榑の角度の微調整な

どに使われた鑢
やすり

や刃

先の変わった小刀な

どに、職人のこだわ

りが感じられます。

（迫田久美子）

        桶
お け や ど う ぐ

屋道具
№ 218
民　俗

熊本県博物館ネットワークセンター
〒869-0524　宇城市松橋町豊福 1695

TEL　0964-34-3301　　FAX　0964-34-3302

Email　hakubutsuse@pref.kumamoto.lg.jp

HP　http://kumamoto-museum.net/kmnc/

［公共交通機関］

九州産交バス　松橋バスターミナルより宮原経由

　　　　　　　八代市役所行き「希望の里入口」下車

　　　　　　　徒歩 3分

Ｊ　　　　Ｒ　松橋駅より約 3㎞

写真　桶屋道具
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熊本の自然と文化
熊本県博物館ネットワークセンターだより

　イベント情報（平成 31 年 1 月～ 4月）

　水が豊富な熊本県に生育する水辺の植物にスポットを当て、水辺の

環境に適応した姿や生き方を紹介しています。

　○開催期間

　　2019 年 3 月 17 日（日）まで

　　※月曜は休館

　○会　　場

　　熊本県博物館ネットワークセンター　企画展示室　

　現在、ミュージアムパートナーズクラブ (MPC) として 8つのグループ
が活動をしています。県内の各地に出かけ、観察や採集を行うグループ
もあれば、当センターを中心に地域の歴史などについて学びながら交流
を深めるグループもあります。会員の中には専門的に詳しく説明・解説
をしていただける方もおられるので、「知らないから」、「難しいから」
という考えは一旦置いて、気になる活動に参加してみませんか。
　詳しくは、博物館ネットワークセンター（電話 0964-34-3301）へお
問い合わせ下さい。

「フィールドミュージアムへ飛び出そう！」へのご参加ありがとうございました。

1　第 5 回企画展「くまもとの水辺の植物」　開催中です

　今年度は「地層と化石を観察しよう」をはじめ、
9 回のフィールドミュージアムを開催しました。合
計で延べ 244 名の方が参加していただき、熊本の自
然の素晴らしさや不思議さに触れることができた
のではないでしょうか。来年度も同様に、県民の
皆さんに熊本の自然の素晴らしさや不思議さをお
届けできるプログラムを計画してまいります。多
くの皆さんの申し込みをお待ちしています。

　熊本市の西にそびえる金
きんぽうざん

峰山。金峰山が火山であることはあまり

知られていません。現在の金峰山がどのような過程を経て形成され

たか、金峰山とその周辺の地質を紹介しながら、太古に思いをめぐ

らしましょう。

　○開催期間

　　2019 年 3 月 26 日（火）～ 5月 26 日（日）

　　※月曜（祝日の場合は翌日）は休館

　○会　　場

　　熊本県博物館ネットワークセンター　企画展示室

　○関連企画

　　展示解説を 4月 28 日（日）午前 10 時 30 分から行います。

©2010 熊本県くまモン
No.42

ガマ（抽水植物の一種）

今年度の活動の様子です
（左：落ち葉図鑑を作ろう、右：地層と化石を観察しよう）

センターからのおしらせ

ミュージアムパートナーになりませんか？

金峰山 (一ノ岳 )

一ノ岳をつくる安山岩 (火山岩 )

2　第 6 回企画展「金峰山の地質」　開催のお知らせ

多くの方がさまざまなＭＰＣで活動しています
（左：草木染めの会、右：貝類調べ隊）
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       水
みず

樽
だる№ 219

民　俗

　樽は、酒、醤油、味噌、漬け物など、液体や水気の多いものの運

搬・貯蔵に用いる木製容器です。当初は木をくりぬいた入れ物であっ

たようですが、やがて、細長い板を円筒形に並べて『たが』で締め、

蓋と底板を取り付けたものが一般的となりました。同じ製法で作ら

れる桶と見た目は似ていますが、樽には鏡と呼ばれる本体と一体と

なった蓋が付く、板目 で割った板を使う、などの特徴があります。

　樽は用途に応じて様々な形のものが作られ使われていました。写

真の樽はミズダル（水樽）と呼ばれ、農作業や山仕事などに持ち運

ぶ水入れとして使われていたものです。冬場には湯を入れていくの

でユダル（湯樽）と呼ぶところもあります。これには約四升の水が

入ります。蓋は外れませんが注ぎ口があり木の栓がついています。

また、角状に伸びた左右の側板に横木の取手をつけて持ち運びしや

すいようにしています。水気を吸った木が膨張して壊れないよう、

また野外での使用に耐えられるよう、太めのたがをいくつも締めて

頑丈に作られています。このような軽量で持ち運びしやすく大量の水を運べる容器は、野外での長時

間の作業には欠かせないものでした。(迫田久美子 )

(注1) 丸太を年輪に沿って湾曲した鉈で割ったもの。木目は山形や不規則な波形となる。丈夫で水分が浸透しにくい。

　キリシマミドリシジミは、翅
は ね

を広げた長さが 4cm 弱の大

型のシジミチョウです。国内では神奈川県以西の本州・四

国・九州にやや局地的に分布していますが、九州では比較

的産地が多く、「キリシマ」の名も国内で最初の発見地であ

る霧島山に由来します。

　本種を含むミドリシジミ亜族のチョウは「ゼフィルス」

と称され、その美しさから愛好家の多いグループです。中

でも本種は写真 1のように♂と♀とで色彩が全く異なる上、

それぞれが抜群の美しさを持っています。

　本種は、幼虫が主にアカガシ（ブナ科）の若葉を食べて育つため、成虫もアカガシ林で見られます。

ただし、産地・個体数とも決して多くはなく、成虫が見ら

れるのは 7 月頃の短い期間で、さらにアカガシ林の高いと

ころを高速で飛び回るため、闇雲に成虫を探しても見られ

る可能性はほとんどないと言えるでしょう。

　本種は卵の確認が比較的簡単で、アカガシの低い位置に

ある芽の基部に産み付けられています（写真 2）。秋～冬の

間に卵を確認しておけば、同じ場所で成虫を見られる可能

性が格段に上がりますし、新産地も開拓できるかもしれま

せん。（中薗洋行）

ミズダル　球磨郡あさぎり町　昭和初期　

23 × 23 × 36cm

写真 1　キリシマミドリシジミ成虫 (山都町産 )

写真 2　アカガシに産み付けられた卵 (南小国町 )

       キリシマミドリシジミ　Thermozephyrus ataxus （シジミチョウ科）
№ 220
動　物

( 注 1)
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       弯
わん

窠
か

羅
ら

針
しん

（宇城市小田家資料） 
№ 221
歴　史

　この資料は、他にも小方位盤や小方儀とも呼ば

れ、また使用する際に杖を差し込んだことから杖

先羅針とも呼ばれます。江戸時代末期に地方へ普

及し、明治初期まで土地の測量で方位を測定する

のに用いられていました。

　外見上の特徴は、支柱を傾けても羅針盤が自動

的に水平となるように円状の金属軸と半円状の金

属軸の 2軸を取り付けてあることです（写真 1）。

　資料自体は、真
しん

鍮
ちゅう

で作製され、盤内の中央にある羅針を支える軸受けは、測定精度を高めるために、

水晶が使用され（写真 2）、周囲には「東西南北」及び目盛が刻まれています。

　裏面を見ると、端に「江府（江戸）住　規行」（写真 3）と刻字されており、

この「規行」という人物は、大
おお

野
の

弥
や

三
さぶ

郎
ろう

規
のり

行
ゆき

の事です。

　大野家は代々江戸幕府暦局御用時計師で、規行は、父である大
おお

野
の

弥
や

五
ご

郎
ろう

規
のり

貞
さだ

とともに優れた時計師であると同時に測量器械師でもあり、伊
い

能
のう

忠
ただ

敬
たか

の測量器機を作製したことからもその技術の高さを窺
うかが

い知ることが

できます。

　この資料が小田家に伝来してきた由来は分かっていませんが、代々、

村の庄屋や手
て

永
なが

会
かい

所
しょ

の役人を務めた家柄ですので、村や手永会所で使用

していたものかもしれません。（堤将太）

　池や河川などに生育し、やや富栄養化した環境を好む水草で、

時には直径１ｍ以上にもなる円形の葉を水面に浮かべる大型の浮

葉植物です。葉柄や花柄、葉など植物体全体に鋭いトゲが多数あ

ることがオニバスの名の由来です。とても大きくなる植物ですが、

春に種子が発芽するとまたたく間に成長し、夏から秋に開花結実

すると枯れてしまう一年生の草本です。また、発芽してすぐの葉

は細く沈水性ですが、成長するにつれやじり形、ほこ形、円形と

変わるとともに浮葉性となります。このように葉の形が変わる性

質を異形性といいます。

　花は紫色の花弁を持ち、時に葉を裏から突き破って水面に出て

咲きます。この水面上に咲く花（開放花）とは別に、水中で自家

受粉をする閉鎖花があり、閉鎖花の方が結実も良いそうです。

　オニバスが好むような水辺環境は、開発などによる変化が多い

ため、オニバスはだんだんと減少しています。そのため、環境省

のレッドデータブックでは絶滅危惧 II 類（VU）、熊本県の保護上

重要な野生動植物リスト−レッドリスト 2014 では絶滅危惧 IA 類

（CR）に選定されています。（前田哲弥）

写真 1 弯窠羅針

写真1 オニバスの生育状況(昭和33年：熊本市)

写真 2 オニバス (成葉 )の押し葉標本

写真 2 軸受け部分

写真 3 作製者名

       オニバス Euryale ferox （スイレン科）
№ 222
植　物
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　熊本平野の西にそびえる金
きん

峰
ぽう

山
ざん

（一ノ岳）は、金峰カルデラと呼ばれる一辺約３km の菱
ひし

形
がた

の凹
くぼ

地
ち

にできた火山（中央火口丘）です。そして、今からおよそ40～50万年前、金峰山がまだできていなかっ

た頃、この金峰カルデラには湖がありました。どうして湖があったとわかるのでしょうか？

　金峰カルデラ内の熊本市西区河内町岳から松尾町平山北部にかけて、主に泥や砂でできた地層が

所々で見られます。この地層は

芳野層と呼ばれており、湖で堆
たい

積
せき

してできたものです。このこ

とから、この一帯は湖であった

ことがわかります。

　写真１を見てみると、泥の

細かい縞
しま

状
じょう

の層（葉
よう

理
り

）が発

達してバームクーヘンのよう

な模様になっており、間に砂岩や凝灰岩（火山灰でできた岩

石）を挟んでいます。この縞
しま

模
も

様
よう

をよく見ると、白っぽい部

分と濃い色の部分との組み合わせでできているのがわかりま

す。この模様が残っているのは、周りから流れ込む川が無く、

湖底では酸素が少なく生物がいなかったので、流れや生物に

よって湖底がかき乱されなかったからだと考えられます。

　芳野層は、保存状態の良い化石を多く産出しており（写真

２, ３）、植物化石や花粉化石の種類から、芳野層堆積時の植

生や気候がわかっています。当時はブナ主体の落葉広葉樹と

針葉樹の混
こん

交
こう

林
りん

よりなり、現在よりも冷涼な気候でした。気

候を詳しく見てみると、寒冷化から温暖化、再び寒冷化と変

化しています。

　芳野層が堆積した湖は、最初は火山活動の影響を受けてい

ましたが、火山活動が収まると水量が安定した湖となりまし

た。しかし、金峰カルデラ内に溶岩を噴
ふん

出
しゅつ

した火山活動が起

こると、やがて消滅しました。（廣田志乃）

       芳
よし

野
の

層
そう№ 223

地　学

熊本県博物館ネットワークセンター
〒869-0524　宇城市松橋町豊福 1695

TEL　0964-34-3301　　FAX　0964-34-3302

Email　hakubutsuse@pref.kumamoto.lg.jp

HP　http://kumamoto-museum.net/kmnc/

［公共交通機関］

九州産交バス　松橋バスターミナルより宮原経由

　　　　　　　八代市役所行き「希望の里入口」下車

　　　　　　　徒歩 3分

Ｊ　　　　Ｒ　松橋駅より約 3㎞

写真 3　ハリモミの種子

写真 1　芳野層 (右：西区松尾町平山、左：西区河内町岳）

写真 2　ブナの葉
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写真 2 生態写真（高森町） 

大津俊太郎創傷部位検査書 

 キベリマメゲンゴロウ Platambus fimbriatus （ゲンゴロウ科） 
No．226 

動 物 

 大津俊太郎創傷部位検査書 
No．227 

歴 史 

写真 1 

キベリマメゲンゴロウ標本（高森町産） 

この資料には、明治 9 年（1876）10 月に熊本で起こった神風

連の乱の死亡者である大津俊太郎が受けた創傷部位の検査結果

が書き記されています。 

大津は、明治 7年（1874）10月から熊本鎮台病院厨夫
ちゅうふ

として

勤務した人物で、この厨夫とは、調理場で働く男子のこと、い

わゆる料理人のことです。 

神風連の乱では、要人と鎮台兵営の襲撃が行われ、その際に、

鎮台司令官種田
た ね だ

政
まさ

明
あき

などの要人を殺害し、さらに、兵営に放火

するなどしたため、襲撃当初は鎮台を混乱に陥れました。しか

し、戦闘中に賊徒の指導的立場の者が戦死したことや襲われた

鎮台 鎮台兵が反撃に転じると、多くの賊徒が鎮台内から退却し、自刃したり捕縛されたりして終結しました。 
大津が受けた創傷は、頭部に長さ 6寸（約 18㎝）、深さ 3寸（約 9㎝）の「大脳を截

せっ

開
かい

」するほどの

縦創、顔面に長さ 5寸（約 15 ㎝）、深さ 2寸程（約 6㎝）の斜創、項部に長さ 3 寸 5分（約 10 ㎝）、深

さ 2 寸程（約 6㎝）の横創と書かれ、大津が受けた傷は、刀や槍による傷であることがわかります。 

最後に、日付を見ると明治 9年 10月 27日とあり、前日の 26日に種田政明の創傷部位の検査（注 1）を

していることから、乱の終結頃には、陸軍軍医によって死傷者の状況の把握が行われていたようです。 

（堤将太） 

(注 1）JACAR(アジア歴史資料センター）Ref.C08052381800（第 7～9 画像目）、明治 9 年「卿官房中西国事件密事日記 10 月」(防衛省防衛研究所) 

 

キベリマメゲンゴロウは体長 7 ㎜ほどのゲンゴロウで、名前の通

り、 上
じょう

翅
し

を縁取るように淡
たん

黄
おう

色
しょく

の模様が入る美しい種類です。ゲ

ンゴロウの仲間の多くが池や水田といった止
し

水
すい

環境に生息している

のに対し、本種は水のきれいな河川の中～下流域に局地的に生息し

ています（写真 2）。 

本種の生息する環境は水質汚濁や河川改修などの影響を受けやす

く、それに伴って本種の生息も危うくなっており、環境省のレッド

リスト（2019年版）で準絶滅危惧、熊本県のレッドリスト（2014 年

版）では絶滅危惧 IA類となっています。熊本県のレッドデータブッ

ク（2009年版）によると、本種は県内では荒尾市、菊池市、熊本市

から記録があるようですが、いずれの産地でも近年は生息が確認で

きなくなっているようです。 

 写真 1-2 の個体は高森町の河川で確認されたもので、川岸の淀み

に比較的まとまった数が見られました。この美しい虫と彼らが生き

る美しい川を、いつまでも大切に守っていきたいですね。（中薗洋行） 
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写真 1 バラ輝石 

田植縄を用いた田植え 

八代郡竜北町不知火干拓 

1968年 白石巌撮影 

 バラ輝石
きせき

 Rhodonite 
No．224 

地 学 

 田植縄 
No．225 

民 俗 

タウエヅナ 

熊本市南区城南町 昭和 30年代まで 

木枠 42×30×4cm  

シュロ縄の印間隔 7.5寸(約 23cm) 

 田植縄は、苗を縦横真っ直ぐ一定の間隔に揃えて植える“正条植え”

を行うための道具です。県内ではタウエヅナと呼ばれることが多いよ

うです。水に強いシュロや麻の細縄に、目印とする赤い紐が付いてい

ます。化繊の縄にプラスチックの玉を付けたものや針金のものもあり

ました。 

昔の田植えは乱れ植えといってだいたいの間隔で植えていました

が、明治の中頃より正条植えが広まると、直角を測る定規や、植える

位置に型を付ける枠など、正条植えを行うための様々な道具が考案さ

れました。田植縄もそのひとつですが、田植えをユイやモヤイと呼ば

れる共同作業で行うところでは、縄を用いるやり方が最も能率的だっ

たようです。 

 使い方は、まず、基準とする縄を田の一辺に張って固定し、これと

直角になるように縄を張って、印の位置に苗を植えます。一列植えた

後退し、縄を張り直して植えていくことで、等間隔に植えることが出

来ます。株間は 8 寸(約 24 ㎝)が一般的とされますが、ネットワーク

センターに収蔵する田植縄は、印の間隔が 6寸(約 18 ㎝)から 9寸(約

27 ㎝)の間で様々のものがあり、使用者が田の条件に合わせて間隔を

決めていたことが分かります。（迫田久美子） 

 

バラ輝
き

石
せき

は、バラの花のような赤色やピンク色をしている

ことから名付けられた鉱物です。英語名の“Rhodonite”も、

ギリシア語のバラ“rhodon”に由来しています。結晶の形が

見られることは少なく、多くは粒状の鉱物の集合体として産

出します。また、長い間空気にさらされると、酸化して黒く

なるという特徴があります。 

バラ輝石は、マンガンを含む鉱物で、マンガン鉱床中によ

く見られます。マンガン成分の割合は低いのですが、太平洋

戦争中から戦後にかけて、「バラキ」というマンガン鉱石とし

て採掘されました。 

 写真 1 の標本は、木葉山の東方で採取したバラ輝石です。

全体的に濃いピンク色をしています。標本をよく見てみると、

粒状の鉱物の集合体でできており、ところどころに透明でや

や大きな鉱物が見られます。 

 木葉山周辺から鹿央町南部にかけてマンガン鉱床が分布し

ており、かつて木葉山の東方では盛んにマンガン鉱石の採掘

が行われていました。この標本を採取した鉱山では、主にバ

ラ輝石が採掘されていました。 

 現在、鉱山は閉山しており、この付近でバラ輝石を採取す

るのは困難です。（廣田志乃） 

 

 

 

 

戦争中から戦後にかけて、「バラキ」というマンガン鉱石として採掘されました。 

 写真 1の標本は、玉東町にある木葉山の東方で採取したバラ輝石です。全体的に濃いピンク色をして

います。標本をよく見てみると、粒状の鉱物の集合体でできており、ところどころに透明でやや大きな

鉱物が見られます。 

 木葉山周辺から鹿央町南部にかけてマンガン鉱床が分布しており、かつて木葉山の東方では盛んにマ

ンガン鉱石の採掘が行われていました。この標本を採取した鉱山では、主にバラ輝石が採掘されていま

した。現在、鉱山は閉山しており、この付近でバラ輝石を採取するのは困難です。（廣田志乃） 
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写真 2 生態写真（高森町） 

大津俊太郎創傷部位検査書 

 キベリマメゲンゴロウ Platambus fimbriatus （ゲンゴロウ科） 
No．226 

動 物 

 大津俊太郎創傷部位検査書 
No．227 

歴 史 

写真 1 

キベリマメゲンゴロウ標本（高森町産） 

この資料には、明治 9 年（1876）10月に熊本で起こった神風

連の乱の死亡者である大津俊太郎が受けた創傷部位の検査結果

が書き記されています。 

大津は、明治 7年（1874）10月から熊本鎮台病院厨夫
ちゅうふ

として

勤務した人物で、この厨夫とは、調理場で働く男子のこと、い

わゆる料理人のことです。 

神風連の乱では、要人と鎮台兵営の襲撃が行われ、その際に、

鎮台司令官種田
た ね だ

政
まさ

明
あき

などの要人を殺害し、さらに、兵営に放火

するなどしたため、襲撃当初は鎮台を混乱に陥れました。しか

し、戦闘中に賊徒の指導的立場の者が戦死したことや襲われた

鎮台 鎮台兵が反撃に転じると、多くの賊徒が鎮台内から退却し、自刃したり捕縛されたりして終結しました。 
大津が受けた創傷は、頭部に長さ 6寸（約 18㎝）、深さ 3寸（約 9㎝）の「大脳を截

せっ

開
かい

」するほどの

縦創、顔面に長さ 5 寸（約 15 ㎝）、深さ 2寸程（約 6㎝）の斜創、項部に長さ 3 寸 5分（約 10㎝）、深

さ 2 寸程（約 6㎝）の横創と書かれ、大津が受けた傷は、刀や槍による傷であることがわかります。 

最後に、日付を見ると明治 9年 10月 27日とあり、前日の 26 日に種田政明の創傷部位の検査（注 1）を

していることから、乱の終結頃には、陸軍軍医によって死傷者の状況の把握が行われていたようです。 

（堤将太） 

(注 1）JACAR(アジア歴史資料センター）Ref.C08052381800（第 7～9 画像目）、明治 9 年「卿官房中西国事件密事日記 10 月」(防衛省防衛研究所) 

 

キベリマメゲンゴロウは体長 7 ㎜ほどのゲンゴロウで、名前の通

り、 上
じょう

翅
し

を縁取るように淡
たん

黄
おう

色
しょく

の模様が入る美しい種類です。ゲ

ンゴロウの仲間の多くが池や水田といった止
し

水
すい

環境に生息している

のに対し、本種は水のきれいな河川の中～下流域に局地的に生息し

ています（写真 2）。 

本種の生息する環境は水質汚濁や河川改修などの影響を受けやす

く、それに伴って本種の生息も危うくなっており、環境省のレッド

リスト（2019年版）で準絶滅危惧、熊本県のレッドリスト（2014 年

版）では絶滅危惧 IA類となっています。熊本県のレッドデータブッ

ク（2009年版）によると、本種は県内では荒尾市、菊池市、熊本市

から記録があるようですが、いずれの産地でも近年は生息が確認で

きなくなっているようです。 

 写真 1-2 の個体は高森町の河川で確認されたもので、川岸の淀み

に比較的まとまった数が見られました。この美しい虫と彼らが生き

る美しい川を、いつまでも大切に守っていきたいですね。（中薗洋行） 
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写真 1 バラ輝石 

田植縄を用いた田植え 

八代郡竜北町不知火干拓 

1968年 白石巌撮影 

 バラ輝石
きせき

 Rhodonite 
No．224 

地 学 

 田植縄 
No．225 

民 俗 

タウエヅナ 

熊本市南区城南町 昭和 30年代まで 

木枠 42×30×4cm  

シュロ縄の印間隔 7.5寸(約 23cm) 

 田植縄は、苗を縦横真っ直ぐ一定の間隔に揃えて植える“正条植え”

を行うための道具です。県内ではタウエヅナと呼ばれることが多いよ

うです。水に強いシュロや麻の細縄に、目印とする赤い紐が付いてい

ます。化繊の縄にプラスチックの玉を付けたものや針金のものもあり

ました。 

昔の田植えは乱れ植えといってだいたいの間隔で植えていました

が、明治の中頃より正条植えが広まると、直角を測る定規や、植える

位置に型を付ける枠など、正条植えを行うための様々な道具が考案さ

れました。田植縄もそのひとつですが、田植えをユイやモヤイと呼ば

れる共同作業で行うところでは、縄を用いるやり方が最も能率的だっ

たようです。 

 使い方は、まず、基準とする縄を田の一辺に張って固定し、これと

直角になるように縄を張って、印の位置に苗を植えます。一列植えた

後退し、縄を張り直して植えていくことで、等間隔に植えることが出

来ます。株間は 8 寸(約 24 ㎝)が一般的とされますが、ネットワーク

センターに収蔵する田植縄は、印の間隔が 6寸(約 18 ㎝)から 9寸(約

27 ㎝)の間で様々のものがあり、使用者が田の条件に合わせて間隔を

決めていたことが分かります。（迫田久美子） 

 

バラ輝
き

石
せき

は、バラの花のような赤色やピンク色をしている

ことから名付けられた鉱物です。英語名の“Rhodonite”も、

ギリシア語のバラ“rhodon”に由来しています。結晶の形が

見られることは少なく、多くは粒状の鉱物の集合体として産

出します。また、長い間空気にさらされると、酸化して黒く

なるという特徴があります。 

バラ輝石は、マンガンを含む鉱物で、マンガン鉱床中によ

く見られます。マンガン成分の割合は低いのですが、太平洋

戦争中から戦後にかけて、「バラキ」というマンガン鉱石とし

て採掘されました。 

 写真 1 の標本は、木葉山の東方で採取したバラ輝石です。

全体的に濃いピンク色をしています。標本をよく見てみると、

粒状の鉱物の集合体でできており、ところどころに透明でや

や大きな鉱物が見られます。 

 木葉山周辺から鹿央町南部にかけてマンガン鉱床が分布し

ており、かつて木葉山の東方では盛んにマンガン鉱石の採掘

が行われていました。この標本を採取した鉱山では、主にバ

ラ輝石が採掘されていました。 

 現在、鉱山は閉山しており、この付近でバラ輝石を採取す

るのは困難です。（廣田志乃） 

 

 

 

 

戦争中から戦後にかけて、「バラキ」というマンガン鉱石として採掘されました。 

 写真 1の標本は、玉東町にある木葉山の東方で採取したバラ輝石です。全体的に濃いピンク色をして

います。標本をよく見てみると、粒状の鉱物の集合体でできており、ところどころに透明でやや大きな

鉱物が見られます。 

 木葉山周辺から鹿央町南部にかけてマンガン鉱床が分布しており、かつて木葉山の東方では盛んにマ

ンガン鉱石の採掘が行われていました。この標本を採取した鉱山では、主にバラ輝石が採掘されていま

した。現在、鉱山は閉山しており、この付近でバラ輝石を採取するのは困難です。（廣田志乃） 
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第３回 「 」 

○開催期間：令和元年 10月 8 日（火）～12 月 15 日（日）

小学校 3年生の社会科で習う道具を中心に、昔懐かしい暮

らしの様子や仕事の道具を一堂に紹介します。昭和 30 年代後

半から 40年代までは普通に使われていた、でも最近ではすっ

かり目にしなくなった道具を展示しています。 
棹秤で重さを

量ることができ

る体験コーナー

もあります。 

第４回 「レンズでのぞこう！植物のせかい」

○開催期間：令和 2 年 1 月 7 日（火）～3 月 15 日（日）

多機能・高機能化したスマートフォンやデジタルカメラは、

自然観察の強い味方になります。これらのツールを使って、肉

眼では見ることができなかった、気づくことができなかった植

物の世界をのぞいてみましょう。 

 フィールドミュージアムにとびだそう！

企画展  会場：熊本県博物館ネットワークセンター 入場無料 

熊本県博物館ネットワークセンターだより 

編集・発行 熊本県博物館ネットワークセンター 

2019年 10月 29日 

 

 

県内のさまざまな場所で自然観察会を行います。熊本の豊かな自然に触れてみませんか。

プログラム 場所 日時 定員 内容 申込期間 

落ち葉図鑑を作ろう 
和水町 

肥後民家村 

2019年 

11/16（土） 

10:00～12:00 

20名 
落ち葉を集めて世界に一つの

落ち葉図鑑を作ります。 

10/21～ 

11/1 

水辺の冬鳥を観察しよう 
熊本市 

江津湖 

2020年 

1/26（日） 

10:00～12:00 

20名 

クロツラヘラサギなど、江津

湖にやってくる鳥を観察しま

す。

12/23～ 

1/10 

幼児～一般  ※小学校 3 年生以下は保護者同伴 
参加希望プログラム名、参加者全員の住所・氏名・年齢・電話番号をご記入のうえ、往復はがき 
またはメールで、博物館ネットワークセンターへお申込みください（申込期間最終日必着）。申込 
み多数の場合は抽選で参加者を決定します。 
（往復はがきで申込みの場合は、返信用はがきに住所・氏名を記入してください。） 
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熊本県博物館ネットワークセンター

〒869‐0524 宇城市松橋町豊福 1695
TEL：0964‐34‐3301  FAX：0964‐34‐3302
E-mail：hakubutsuse@pref.kumamoto.lg.jp
HP：http://kumamoto-museum.net/kmnc/
[公共交通機関]
○九州産交バス

松橋バスターミナルより宮原経由

   八代市役所行き「希望の里入口」下車

○ＪＲ

松橋駅より約 3 km

 税法彙略
ぜいほういりゃく

 （宇城市小田家資料） 
 
 
  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 1 題字部分 写真 3 本文② 写真 2 本文① 

この資料は、熊本藩の御免方
ごめんかた

（年貢制度のこと）について、全 8 巻にわたって書かれたものです。その内

容は、延宝 8年（1680）、宝暦 7年（1757）、安永 3年（1774）、天明 3年（1783）に出されたそれぞれの御達

を引用し、御免方についての考察と享和 3年（1803）以来請免
うけめん

（豊凶に関係しない年貢率の固定化）となっ

たことや文政末年に至ると請免の法が緩み、土免
つちめん

（豊凶を基準に毎年の収穫高で年貢率を定める方式）に戻

すことが唱えられ、村方でも請免の改善を求めたことなどが記されています。 

この資料の作者は、坂梨
さかなし

順左衛門
じゅんざえもん

惟貞
これさだ

とされ、この人物は、五町
ごちょう

手永や河江
ごうのえ

手永などで惣庄屋を勤めてい

ます。『新訂肥後文献解題』には、その税法彙略の序文に「益城郡河江手永の旧記を本として書いたもの」と

いう記載があることから、おそらく坂梨順左衛門が河江手永の惣庄屋を勤めていた頃に作成されたのではな

いかと考えられます。 

当センターに収蔵されている資料は、税法彙略の第 3巻（写真 1）で、「請免
うけめん

御達
おたっし

并
ならびに

右
みぎ

ニ
に

付而
つ い て

願 書
ねがいがき

之
の

事
こと

」

という目録表題が付けられています。この巻には、享和 3年（1803）亥 2月 15日付の御国中請免仰せ付けら

れ候御達（写真 2）と御郡代へ相渡し候言付けが書き写され、その他に惣庄屋からの請免についての願書と

して、享和 3年 2 月付と同年 3月 2日付（写真 3）の惣庄屋衆より御郡代衆宛の願書の写しがあります。 

この請免が仰せ付けられた時期の熊本藩は、寛政 4年（1792）に島原
しまばら

大変
たいへん

肥後
ひ ご

迷惑
めいわく

と呼ばれる有明海沿岸

を襲った津波や、寛政 8年（1796）の水害などにより多くの損害とその復旧のための借財が増えていました。

宝暦の改革によって安定していた財政状況も、享和年間には支出超過となっていました。再度安定した財政

状況とするために、豊凶に左右される土免よりも、安定した年貢が見込める請免にすることは、熊本藩の年

貢制度にとっての大きな転換点の一つであったといえます。（堤将太） 

No．233 

歴 史 
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マルタニシ  Cipangopaludina chinensis laeta （タニシ科）

  枡
ます

 

 

 

写真 2 マルタニシ標本（上天草市産） 

写真 2 正月の枡飾り 菊池郡大津町 
1986年 白石巌撮影 

写真 1 マルタニシ生態写真（宇城市） 

No．231 

民 俗 

No．232 

動 物 

写真 1 一合枡(左) 玉名郡和水町 
一升枡(中央) 山鹿市鹿央町 

一斗枡(右) 八代市鏡町 

枡
ます

は穀粒や粉類、液体などの量をはかる道具です。基準となるのは一

升（約 1.8L）枡で、その 10 倍が一斗枡、10 分の 1 が一合枡です。他に

二合半枡や五合枡なども使われていました。公で使う五合以上の枡には

対角線上に弦
つる

鉄
がね

を渡すことが定められていました。これを上から見た形

を「ます」とよんで、「○○有
あり

〼
ます

」などの当て字に今でも使われます。 

枡は、律令制の中で全国統一の税制「租」が導入されたことにより、

量の基準が定められました。当時の一升枡は今より小さかったといわれ

ます。しかし為政者たちが税収をあげるために様々な大きさの独自の枡

を使うようになり、混乱をきたすようになりました。これを再び統一し

たのは豊臣秀吉で、当時、京都の商人が用いていた京枡を公定枡としま

した。江戸幕府は、一升枡は 4寸 9分（約 14.8cm）四方、深さ 2寸 7分

（8.2cm）、容積 64827立方分（約 1.8L）と定めました。この基準が明治

以降も使われ続けました。 

枡は「益す」「増す」に通じることから縁起物とされ、またお米に関わ

る大事な道具であることから、神聖な道具として祭りや行事の中で使わ

れます。熊本県でも十五夜のお月見で月に供える里芋などを入れる器と

されたり、正月の飾りに用いられたりしています。（迫田久美子） 

マルタニシ（写真 1）は高さ 4～5cmほどの殻
から

をもつ淡水産の

巻貝
まきがい

で、国内では北海道から沖縄までの水田、池、水路などに

生息しています。名前の通り、タニシ科の他種に比べて殻の丸

みが強く、縫合
ほうごう

と呼ばれる“巻き”の境目が深いのが特徴です

（写真 2）。 

一昔前まではどこの水田でも多く見られ、味も良かったため

によく食べられていたようです。しかし、農薬や乾田化などの

影響で全国的に減少し、「環境省レッドリスト 2019」では絶滅危

惧Ⅱ類とされています。熊本県のレッドリストには今のところ

掲載されていませんが、これは県内に本種の生息に適した水田

環境がまだ残されているということを示しているのかもしれま

せん。 

写真 2の個体は上天草市の農業用水路で採集されたものです。

当センターの収蔵資料をみると、天草地域のほか、宇土半島、

上益城地域で採集されており、県内ではこれらの地域に多い種

である事がうかがえます。（中薗洋行） 

ナガエコミカンソウ Phyllanthus tenellus （ミカンソウ科）
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写真 1 1994年に熊本市で採集

されたナガエコミカン
ソウの標本の 1つ．

写真 2  a：葉の付け根に花が付く様子． 
b：雄花（上）と雌（下）,iPhone6 

Plus ＋マクロレンズで撮影． 

宝川内
ほうがわち

の柱 状
ちゅうじょう

節理
せ つ り

 
No．230 

地 学 

写真 3 角閃石安山岩 

No．229 

植 物 

写真 1 柱状節理 

コミカンソウの仲間は、長さ 1cm ほどの葉の付け根にいくつかの花をつけます

（写真 2a）。ナガエコミカンソウでは、この花に、その名が示すとおり「長い柄」

があります。これが在来のコミカンソウとの大きな違いになります。

花は雄花と雌花がある雌雄異花ですが、直径 2mm弱程度と小さく、肉眼では雌雄

を見分けるくらいしかできない大きさです。マクロレンズを装着したスマートフォ

ンのカメラといった手軽な道具で見てみると、雄花の 5本の雄しべや、6つに分か

れた雌しべの先の形、雄花と雌花で違う萼の形や色などもはっきり見ることができ

ます（写真 2b）。

身近な植物でも、視点を変えると、たくさんの発見があります。（前田哲弥）

花は雄花と雌花がある雌雄異花ですが、直径 2mm 弱程度と小さく、肉

眼では雌雄を見分けるくらいしかできない大きさです。マクロレンズを

装着したスマートフォンのカメラといった手軽な道具で見てみると、雄

花の 5 本の雄しべや、雌花の 6 つに分かれた雌しべの先の形、雄花と雌

花で違う萼
がく

の形や色などもはっきり見ることができます（写真 2b）。 

身近な植物でも、視点を変えると、たくさんの発見があります。 

（前田哲弥） 

があります。これが在来のコミカンソウとの大

きな違いになります。 

花は雄花と雌花がある雌雄異花ですが、直径

2mm 弱程度と小さく、肉眼では雌雄を見分ける

くらいしかできない大きさです。マクロレンズ

を装着したスマートフォンのカメラといった

手軽な道具で見てみると、雄花の 5 本の雄しべ

や、6 つに分かれた雌しべの先の形、雄花と雌

花で違う萼の形や色などもはっきり見ること

ができます（写真 2b）。

身近な植物でも、視点を変えると、たくさん

の発見があります。（前田哲弥）

写真 2 柱状節理の断面 

水俣市の宝川内城は、かつて薩
さつ

摩
ま

大口方面からの防衛拠点として重要

な役割を持つ山城でした。その本丸は山頂部分にあり、山頂の西側はほ

とんど垂直に近い崖
がけ

です。宝川内城のあった山は、角閃
かくせん

石
せき

安山岩
あんざんがん

という、

マグマが急に冷えて固まった岩石（火山岩）が、元の地層を 貫
つらぬ

いてで

きたものです。また、山の形状から、火山の火
か

道
どう

（マグマが火口へ流れ

る通り道）を埋めていたマグマが冷えて固まったものと考えられます。

北西側の山すその採石場では、太い岩石の柱の集まりが見られます。

このような岩石の塊をつくる割れ目を柱状節理といい、溶岩が冷える時

に収縮してできたものです、。ます。全体を見てみると、中心部では上下

方向に柱状節理が発達していますが、岩体の端では外側に曲がっていく

のがわかります（写真１）。柱の断面を見てみると、五角形や六角形をし

ているものが多くあります（写真２）。

ここで採取した角閃石安山岩を見てみると、灰色の基質
き し つ

中に細長く黒

みを帯びた鉱物（角閃
かくせん

石
せき

）を含んでいます（写真３）。ここで見られる

角閃石安山岩の中には、全体がガラス質のものもあります。

柱状節理の発達した崖は、自然が造り出した造形美を感じることがで

きます。（廣田志乃）

ナガエコミカンソウは、1987 年に神奈川県で初めて確認された、比較的最近の

外来植物です。インド洋のマスカレーヌ諸島（マスカリン諸島）が原産地と考えら

れています。九州への移入の確認は 1992 年の福岡県が最初のようです。熊本県へ

いつ頃入ってきたのかは定かではありませんが、当センターに収蔵されている熊本

県産の標本では、熊本市中央区大江で採集された 1994年が最も古い記録（写真 1）

で、かなり急速に分布を広げたようです。現在では、とても身近な植物となってい

ます。 

きたものです。また、山の形状から、

火山の火
か

道
どう

（マグマが火口へ流れる

通り道）を埋めていたマグマが冷えて

固まったものと考えられます。 

北西側の山すその採石場では、太い

岩石の柱の集まりが見られます。この

ような岩石の塊をつくる割れ目を柱

状節理といい、溶岩が冷える時に収縮

してできたものです、。ます。全体を

見てみると、中心部では上下方向に柱

状節理が発達していますが、岩体の端

では外側に曲がっていくのがわかり

ます（写真１）。柱の断面を見てみる

と、五角形や六角形をしているものが

多くあります（写真２）。

ここで採取した角閃石安山岩を見

てみると、灰色の基質
き し つ

中に細長く黒み

北西側の山すその採石場では、太い岩石の柱の集まりが見られます。こ

のような岩石の塊をつくる割れ目を柱状節理といい、溶岩が冷える時に収

縮してできたものです。全体を見てみると、中心部では上下方向に柱状節

理が発達していますが、岩体の端では外側に曲がっていくのがわかります

（写真 1）。柱の断面を見てみると、五角形（写真 2）や六角形をしている

ものが多くあります。 

ここで採取した角閃石安山岩（写真 3）を見てみると、灰色の基質
き し つ

中に

細長く黒みを帯びた鉱物（角閃
かくせん

石
せき

）を含んでいます。ここで見られる角閃

石安山岩の中には、全体がガラス質のものもあります。 

柱状節理の発達した崖は、自然が造り出した造形美を感じることができ

ます。（廣田志乃） 
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マルタニシ  Cipangopaludina chinensis laeta （タニシ科）

  枡
ます

 

 

 

写真 2 マルタニシ標本（上天草市産） 

写真 2 正月の枡飾り 菊池郡大津町 
1986年 白石巌撮影 

写真 1 マルタニシ生態写真（宇城市） 

No．231 

民 俗 

No．232 

動 物 

写真 1 一合枡(左) 玉名郡和水町 
一升枡(中央) 山鹿市鹿央町 

一斗枡(右) 八代市鏡町 

枡
ます

は穀粒や粉類、液体などの量をはかる道具です。基準となるのは一

升（約 1.8L）枡で、その 10 倍が一斗枡、10 分の 1 が一合枡です。他に

二合半枡や五合枡なども使われていました。公で使う五合以上の枡には

対角線上に弦
つる

鉄
がね

を渡すことが定められていました。これを上から見た形

を「ます」とよんで、「○○有
あり

〼
ます

」などの当て字に今でも使われます。 

枡は、律令制の中で全国統一の税制「租」が導入されたことにより、

量の基準が定められました。当時の一升枡は今より小さかったといわれ

ます。しかし為政者たちが税収をあげるために様々な大きさの独自の枡

を使うようになり、混乱をきたすようになりました。これを再び統一し

たのは豊臣秀吉で、当時、京都の商人が用いていた京枡を公定枡としま

した。江戸幕府は、一升枡は 4寸 9分（約 14.8cm）四方、深さ 2寸 7分

（8.2cm）、容積 64827立方分（約 1.8L）と定めました。この基準が明治

以降も使われ続けました。 

枡は「益す」「増す」に通じることから縁起物とされ、またお米に関わ

る大事な道具であることから、神聖な道具として祭りや行事の中で使わ

れます。熊本県でも十五夜のお月見で月に供える里芋などを入れる器と

されたり、正月の飾りに用いられたりしています。（迫田久美子） 

マルタニシ（写真 1）は高さ 4～5cmほどの殻
から

をもつ淡水産の

巻貝
まきがい

で、国内では北海道から沖縄までの水田、池、水路などに

生息しています。名前の通り、タニシ科の他種に比べて殻の丸

みが強く、縫合
ほうごう

と呼ばれる“巻き”の境目が深いのが特徴です

（写真 2）。 

一昔前まではどこの水田でも多く見られ、味も良かったため

によく食べられていたようです。しかし、農薬や乾田化などの

影響で全国的に減少し、「環境省レッドリスト 2019」では絶滅危

惧Ⅱ類とされています。熊本県のレッドリストには今のところ

掲載されていませんが、これは県内に本種の生息に適した水田

環境がまだ残されているということを示しているのかもしれま

せん。 

写真2の個体は上天草市の農業用水路で採集されたものです。

当センターの収蔵資料をみると、天草地域のほか、宇土半島、

上益城地域で採集されており、県内ではこれらの地域に多い種

である事がうかがえます。（中薗洋行） 

ナガエコミカンソウ Phyllanthus tenellus （ミカンソウ科）
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写真 1 1994年に熊本市で採集

されたナガエコミカン
ソウの標本の 1つ．

写真 2  a：葉の付け根に花が付く様子． 
b：雄花（上）と雌（下）,iPhone6 

Plus ＋マクロレンズで撮影． 

宝川内
ほうがわち

の柱 状
ちゅうじょう

節理
せ つ り

 
No．230 

地 学 

写真 3 角閃石安山岩 

No．229 

植 物 

写真 1 柱状節理 

コミカンソウの仲間は、長さ 1cm ほどの葉の付け根にいくつかの花をつけます

（写真 2a）。ナガエコミカンソウでは、この花に、その名が示すとおり「長い柄」

があります。これが在来のコミカンソウとの大きな違いになります。

花は雄花と雌花がある雌雄異花ですが、直径 2mm弱程度と小さく、肉眼では雌雄

を見分けるくらいしかできない大きさです。マクロレンズを装着したスマートフォ

ンのカメラといった手軽な道具で見てみると、雄花の 5本の雄しべや、6つに分か

れた雌しべの先の形、雄花と雌花で違う萼の形や色などもはっきり見ることができ

ます（写真 2b）。

身近な植物でも、視点を変えると、たくさんの発見があります。（前田哲弥）

花は雄花と雌花がある雌雄異花ですが、直径 2mm 弱程度と小さく、肉

眼では雌雄を見分けるくらいしかできない大きさです。マクロレンズを

装着したスマートフォンのカメラといった手軽な道具で見てみると、雄

花の 5 本の雄しべや、雌花の 6 つに分かれた雌しべの先の形、雄花と雌

花で違う萼
がく

の形や色などもはっきり見ることができます（写真 2b）。 

身近な植物でも、視点を変えると、たくさんの発見があります。 

（前田哲弥） 

があります。これが在来のコミカンソウとの大

きな違いになります。 

花は雄花と雌花がある雌雄異花ですが、直径

2mm弱程度と小さく、肉眼では雌雄を見分ける

くらいしかできない大きさです。マクロレンズ

を装着したスマートフォンのカメラといった

手軽な道具で見てみると、雄花の 5本の雄しべ

や、6つに分かれた雌しべの先の形、雄花と雌

花で違う萼の形や色などもはっきり見ること

ができます（写真 2b）。

身近な植物でも、視点を変えると、たくさん

の発見があります。（前田哲弥）

写真 2 柱状節理の断面 

水俣市の宝川内城は、かつて薩
さつ

摩
ま

大口方面からの防衛拠点として重要

な役割を持つ山城でした。その本丸は山頂部分にあり、山頂の西側はほ

とんど垂直に近い崖
がけ

です。宝川内城のあった山は、角閃
かくせん

石
せき

安山岩
あんざんがん

という、

マグマが急に冷えて固まった岩石（火山岩）が、元の地層を 貫
つらぬ

いてで

きたものです。また、山の形状から、火山の火
か

道
どう

（マグマが火口へ流れ

る通り道）を埋めていたマグマが冷えて固まったものと考えられます。

北西側の山すその採石場では、太い岩石の柱の集まりが見られます。

このような岩石の塊をつくる割れ目を柱状節理といい、溶岩が冷える時

に収縮してできたものです、。ます。全体を見てみると、中心部では上下

方向に柱状節理が発達していますが、岩体の端では外側に曲がっていく

のがわかります（写真１）。柱の断面を見てみると、五角形や六角形をし

ているものが多くあります（写真２）。

ここで採取した角閃石安山岩を見てみると、灰色の基質
き し つ

中に細長く黒

みを帯びた鉱物（角閃
かくせん

石
せき

）を含んでいます（写真３）。ここで見られる

角閃石安山岩の中には、全体がガラス質のものもあります。

柱状節理の発達した崖は、自然が造り出した造形美を感じることがで

きます。（廣田志乃）

ナガエコミカンソウは、1987 年に神奈川県で初めて確認された、比較的最近の

外来植物です。インド洋のマスカレーヌ諸島（マスカリン諸島）が原産地と考えら

れています。九州への移入の確認は 1992 年の福岡県が最初のようです。熊本県へ

いつ頃入ってきたのかは定かではありませんが、当センターに収蔵されている熊本

県産の標本では、熊本市中央区大江で採集された 1994年が最も古い記録（写真 1）

で、かなり急速に分布を広げたようです。現在では、とても身近な植物となってい

ます。 

きたものです。また、山の形状から、

火山の火
か

道
どう

（マグマが火口へ流れる

通り道）を埋めていたマグマが冷えて

固まったものと考えられます。 

北西側の山すその採石場では、太い

岩石の柱の集まりが見られます。この

ような岩石の塊をつくる割れ目を柱

状節理といい、溶岩が冷える時に収縮

してできたものです、。ます。全体を

見てみると、中心部では上下方向に柱

状節理が発達していますが、岩体の端

では外側に曲がっていくのがわかり

ます（写真１）。柱の断面を見てみる

と、五角形や六角形をしているものが

多くあります（写真２）。

ここで採取した角閃石安山岩を見

てみると、灰色の基質
き し つ

中に細長く黒み

北西側の山すその採石場では、太い岩石の柱の集まりが見られます。こ

のような岩石の塊をつくる割れ目を柱状節理といい、溶岩が冷える時に収

縮してできたものです。全体を見てみると、中心部では上下方向に柱状節

理が発達していますが、岩体の端では外側に曲がっていくのがわかります

（写真 1）。柱の断面を見てみると、五角形（写真 2）や六角形をしている

ものが多くあります。 

ここで採取した角閃石安山岩（写真 3）を見てみると、灰色の基質
き し つ

中に

細長く黒みを帯びた鉱物（角閃
かくせん

石
せき

）を含んでいます。ここで見られる角閃

石安山岩の中には、全体がガラス質のものもあります。 

柱状節理の発達した崖は、自然が造り出した造形美を感じることができ

ます。（廣田志乃） 
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第３回 「 」 

○開催期間：令和元年 10月 8日（火）～12 月 15日（日）

小学校 3年生の社会科で習う道具を中心に、昔懐かしい暮

らしの様子や仕事の道具を一堂に紹介します。昭和 30年代後

半から 40年代までは普通に使われていた、でも最近ではすっ

かり目にしなくなった道具を展示しています。 
棹秤で重さを

量ることができ

る体験コーナー

もあります。 

第４回 「レンズでのぞこう！植物のせかい」

○開催期間：令和 2年 1 月 7 日（火）～3 月 15 日（日）

多機能・高機能化したスマートフォンやデジタルカメラは、

自然観察の強い味方になります。これらのツールを使って、肉

眼では見ることができなかった、気づくことができなかった植

物の世界をのぞいてみましょう。 

 フィールドミュージアムにとびだそう！

企画展  会場：熊本県博物館ネットワークセンター 入場無料 

熊本県博物館ネットワークセンターだより 

編集・発行 熊本県博物館ネットワークセンター 

2019年 10月 29日 

 

 

県内のさまざまな場所で自然観察会を行います。熊本の豊かな自然に触れてみませんか。

プログラム 場所 日時 定員 内容 申込期間 

落ち葉図鑑を作ろう 
和水町 

肥後民家村 

2019年 

11/16（土） 

10:00～12:00 

20名 
落ち葉を集めて世界に一つの

落ち葉図鑑を作ります。 

10/21～ 

11/1 

水辺の冬鳥を観察しよう 
熊本市 

江津湖 

2020年 

1/26（日） 

10:00～12:00 

20名 

クロツラヘラサギなど、江津

湖にやってくる鳥を観察しま

す。

12/23～ 

1/10 

幼児～一般  ※小学校 3 年生以下は保護者同伴 
参加希望プログラム名、参加者全員の住所・氏名・年齢・電話番号をご記入のうえ、往復はがき 
またはメールで、博物館ネットワークセンターへお申込みください（申込期間最終日必着）。申込 
み多数の場合は抽選で参加者を決定します。 
（往復はがきで申込みの場合は、返信用はがきに住所・氏名を記入してください。） 
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熊本県博物館ネットワークセンター

〒869‐0524 宇城市松橋町豊福 1695
TEL：0964‐34‐3301  FAX：0964‐34‐3302
E-mail：hakubutsuse@pref.kumamoto.lg.jp
HP：http://kumamoto-museum.net/kmnc/
[公共交通機関]
○九州産交バス

松橋バスターミナルより宮原経由

   八代市役所行き「希望の里入口」下車

○ＪＲ

松橋駅より約 3 km

 税法彙略
ぜいほういりゃく

 （宇城市小田家資料） 
 
 
  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 1 題字部分 写真 3 本文② 写真 2 本文① 

この資料は、熊本藩の御免方
ごめんかた

（年貢制度のこと）について、全 8 巻にわたって書かれたものです。その内

容は、延宝 8年（1680）、宝暦 7年（1757）、安永 3年（1774）、天明 3年（1783）に出されたそれぞれの御達

を引用し、御免方についての考察と享和 3年（1803）以来請免
うけめん

（豊凶に関係しない年貢率の固定化）となっ

たことや文政末年に至ると請免の法が緩み、土免
つちめん

（豊凶を基準に毎年の収穫高で年貢率を定める方式）に戻

すことが唱えられ、村方でも請免の改善を求めたことなどが記されています。 

この資料の作者は、坂梨
さかなし

順左衛門
じゅんざえもん

惟貞
これさだ

とされ、この人物は、五町
ごちょう

手永や河江
ごうのえ

手永などで惣庄屋を勤めてい

ます。『新訂肥後文献解題』には、その税法彙略の序文に「益城郡河江手永の旧記を本として書いたもの」と

いう記載があることから、おそらく坂梨順左衛門が河江手永の惣庄屋を勤めていた頃に作成されたのではな

いかと考えられます。 

当センターに収蔵されている資料は、税法彙略の第 3巻（写真 1）で、「請免
うけめん

御達
おたっし

并
ならびに

右
みぎ

ニ
に

付而
つ い て

願 書
ねがいがき

之
の

事
こと

」

という目録表題が付けられています。この巻には、享和 3年（1803）亥 2月 15日付の御国中請免仰せ付けら

れ候御達（写真 2）と御郡代へ相渡し候言付けが書き写され、その他に惣庄屋からの請免についての願書と

して、享和 3年 2月付と同年 3月 2日付（写真 3）の惣庄屋衆より御郡代衆宛の願書の写しがあります。 

この請免が仰せ付けられた時期の熊本藩は、寛政 4年（1792）に島原
しまばら

大変
たいへん

肥後
ひ ご

迷惑
めいわく

と呼ばれる有明海沿岸

を襲った津波や、寛政 8年（1796）の水害などにより多くの損害とその復旧のための借財が増えていました。

宝暦の改革によって安定していた財政状況も、享和年間には支出超過となっていました。再度安定した財政

状況とするために、豊凶に左右される土免よりも、安定した年貢が見込める請免にすることは、熊本藩の年

貢制度にとっての大きな転換点の一つであったといえます。（堤将太） 

No．233 

歴 史 
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